
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３月１９日、広島の草津病院で、広島連帯ユニオン草津病院支部の指名ストライキ闘争が闘われた。今

回のストライキは、病院当局が「新評価制度」を４月１日から導入しようとしていることに対する医療労

働者の怒りの決起だ。 

組合員は早朝より、職場内で「ストライキ」を訴える朝ビラを配布し、午前９時よりストライキ通告を

して支援の仲間と合流しました。支援に駆けつけた労働者や学生の仲間は、最寄りの新井口駅頭で通勤す

る労働者にビラまきを行ないました。職場でも駅頭でもユニオンのビラはどんどん受け取られていった。

組合員と支援は、病院の中の労働者に聞こえるように波状的にストライキ突入集会を繰り返して、本日の

ストライキ闘争をやり抜いた。昨年より病院当局は、新たな搾取のために「新評価制度」の導入を準備し

てきたが、組合は「評価制度絶対反対」だ。「評価制度」は労働者どうしを競争させ、過重労働やサービス

残業を横行させて、私たちの賃金を削減する制度に他ならない。労働者を資本と管理職の言いなりにさせ、

労働者の団結を破壊し職場を分断する。だから組合は、評価制度絶対反対なのだ。 

この組合の主張は、職場労働者に圧倒的に支持されている。病院当局は、就業規則を改悪し組合活動の

禁止を狙ってきたが、本日のストライキで吹っ飛んだ。ストライキは労働者の怒りに火を付けたのだ。 

全てのみなさん！３・２０東京・渋谷デモをともに闘おう。 
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